
































まえがき

　Leroy and De Mars1)は,Hurler 症候群と診断されていた症例のなかに,尿中

の酸性ムコ多糖排泄に異常が認められず,同時にその培養皮膚線維芽細胞内に

特異な封入体を認める症例の一群があることを見出し,1967 年に独立した疾患

として,Ⅰ cell 病と名付けて報告した。その後,同様な症例の報告が欧米およ

び本邦でも相次いでなされており,最近では本症は,ムコピドーシスとして分類

されているが,2)未だにその本態の解明はなされていない。


